
文化史０８ 鎌倉時代 鎌倉文化①鎌倉仏教 
 

 

飛鳥･･･   仏教 

奈良･･･      

国風･･･      

院政･･･    へ 

鎌倉･･･      

◇鎌倉新仏教の特徴 

    や   にも分かりや 

すい（    ）。 

 

◇浄土宗系･･･     仏によ 

 る救済をめざす。 

◎    ･･･開祖    。    

 『           』で、 

      （       ） 

をひたすら唱えることで   に 

行けるという      の教え。 

       （せんじゅ ねんぶつ） 

◎       

開祖    。『      』。 

    宗とも。寺     。 

                

という        の教え。 

弟子   が書いた『    』 

 に、              

             をや。 

（                 

               ） 

 

◎     ･･･開祖      

      により布教する。 

 “    ”･･･すべて焼却。 

 

◇日蓮宗系･･･開祖      

    を予言、『       』 

を執権       に提出、処罰     

    （           ） 

◇禅宗系 

◎      ･･･開祖    。 

『        』寺    。 

      ･･･師が弟子に示 

す問題（   ）を考えること 

で悟りをひらこうとする教え。 

『        』  を日 

本に持ち込む。京都の栂尾。 

 

◎      ･･･開祖    。 

 『       』。寺    。 

             をする 

        で自ら悟りを開く。 

しかん たざ 

◇旧仏教の新たな動き 

 法相宗の    や 

 華厳宗の    が   明恵『   』  

     を守ることの 

重要性を説く。 

 律宗の     や 

     が貧しい 

人の救済に努めた。 

病人の救済施設の 

        を 

奈良に建てた。 

 

 

 

 

 


